
写真～着物で学ぼう　日本のこころ～
　　　　　　　五條中学校生徒が浴衣で五條新町を散策

　　　     重要伝統的建造物群保存地区・新町通り（７月１１日撮影）

　自らのふるさとを知り、日本の伝統文化を学ぼうと、五條中学校２
年生の生徒 49人がゆかたの着方教室を受講。ゆかたを着て新町通り
の江戸時代から続く町並みを歩き、記念撮影を行いました。
　ＮＰＯ法人和装教育国民推進会議の先生方から「“えりをただす”、“し
つけ” などの言葉は着物の文化から派生したもの。日本の伝統とマナ
ーも学んでください」と講義を受け、生徒たちは着物の美しさだけで
はなく、作法や礼儀など日本の心や伝統の重みも感じたようです。

ゆかたで学ぼう日本のこころ。

日本のこころ。
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ＧＯＪＯニュース

　

永
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
在
職
し
、
基

本
的
人
権
を
守
り
自
由
人
権

思
想
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
に
対
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

受
け
て
市
長
室
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
市
長
が
感
謝
の
言

葉
と
と
も
に
記
念
品
を
手
渡

し
ま
し
た
。

▼
中
田　

良
子
様

▼
佐
久
間　

英
光
様

▼
逵　

洋
子
様

多
大
な
貢
献
が
称
え
ら
れ
ま
し
た

五
條
東
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

人 

権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　

 

感
謝
状

人
権
思
想
の
啓
発
に
尽
力

　

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
西
吉
野
柿

選
果
場
（
西
吉
野
町
奥
谷
）

で
今
年
最
初
の
ハ
ウ
ス
柿
の

選
果
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋

の
味
覚
を
い
ち
早
く
味
わ
え

る
ハ
ウ
ス
柿
は
水
分
、
温
度

管
理
が
徹
底
さ
れ
、
甘
み
が

７
３

７
２

　

希
少
価
値
の
高
い
ハ
ウ
ス
柿
。

五
條
・
吉
野
地
区
は
全
国
シ
ェ

ア
の
約
７
割
を
占
め
る
日
本
一

の
生
産
地
で
す
。
ハ
ウ
ス
柿
を

P
R
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん

ハ
ウ
ス
柿
部
会
の
生
産
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ハ
ウ
ス
柿
の
出
荷
ス
タ
ー
ト

今
年
も
甘
く
て
お
い
し
い
柿
が
で
き
ま
し
た

強
く
食
味
も
良
い
と
評
判
で

す
。 

今
年
は
例
年
よ
り
も
日

照
時
間
が
多
く
、
と
ろ
け
る

よ
う
に
甘
い
と
い
う
事
で
、

露
地
柿
が
売
り
出
さ
れ
る
９

月
中
旬
ま
で
全
国
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
柿
奈
」
ち
ゃ
ん

も
収
穫
を
手
伝
い
ま
し
た
。
柿

奈
ち
ゃ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
で
大
事

に
育
て
ら
れ
た
「
箱
入
り
娘
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

五
條
五
大
館
道
場 （
梶
谷 

登
館
長
ほ
か
選
手
３
人
）

　

多
田 

薫
さ
ん

　

５
月
に
奈
良
市
で
行
わ
れ

た
県
予
選
大
会
で
見
事
に
優

勝
を
収
め
、
８
月
に
第
10
回

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
（
広
島
県
）
に
奈
良
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

上
田 

哉
豊
く
ん

　

谷
本 

湧
哉
く
ん

　

６
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選

大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果

た
し
、
７
月
に
第
４
回
近
畿

少
年
柔
道
大
会
（
和
歌
山
県
）

に
奈
良
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

五
條
東
ク
ラ
ブ
（
縣 

信
孝

監
督
／
名
古
路 

昂
永
主
将

ほ
か
選
手
13
人
）

　

五
條
東
ク
ラ
ブ
は
、
５
月

に
行
わ
れ
た
少
年
野
球
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
で
見
事
に
優
勝
を

収
め
、
７
月
に
第
18
回
高
野

山
旗
全
国
学
童
軟
式
野
球
大

会
（
和
歌
山
県
）
へ
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

柔 

道
・
少
年
野
球 

　

 

選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問

全
国
の
舞
台
で
活
躍

７
4

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
ハ
ウ
ス
柿
部
会

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

柿
奈
ち
ゃ
ん

柿
奈
ち
ゃ
ん
も
収
穫

も
収
穫

か
き
な

こ
の
秋
、

柿
の
収
穫
や

選
果
の
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

五
條
市
は
柿
の
生
産

量
日
本
一
の
ま
ち
。
秋

に
な
れ
ば
柿
の
収
穫
作

業
が
忙
し
く
な
り
ま

す
。
澄
ん
だ
秋
空
の
下
、

柿
の
収
穫
作
業
や
大
き

な
選
果
場
で
仕
事
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
雇
用
時
期

　

９
月
～
12
月
頃

■
問
合
先

▽
五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
２
６
・
０
１
０
３

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
３
８
６

７

※

五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。

左
か
ら
多
田
さ
ん
、
上
田
く
ん
、
谷
本
く
ん

2GOJO ニュース



ＧＯＪＯニュース

　

阿
田
峯
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
市
民

球
技
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
部
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

Ａ
コ
ー
ト

▼
優　

勝　

森
本 

文
彬

　
（
本
町
会
Ｂ
）

▼
準
優
勝　

榎　

好
胤

　
（
中
筋
G
G
Ａ
）

▼
第
三
位　

植
田 

節
雄

　
（
久
留
野
Ａ
）

Ｂ
コ
ー
ト

▼
優　

勝　

竹
本 

敏
彦

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
会
Ａ
）

▼
第
三
位　

阪
口 

佐
智
子

　
（
二
見
長
寿
会
Ｂ
）

Ｃ
コ
ー
ト

▼
優　

勝　

辻
本 

隼
夫

　
（
賀
名
生
）

▼
準
優
勝　

岡　

萩
子

　
（
湯
川
Ａ
）

▼
第
三
位　

田
中 

繁
美

　
（
南
七
会
）

６
９グ 

ラ
ウ
ン
ド

　

 

ゴ
ル
フ
結
果

第
31
回
市
民
球
技
大
会

横 

浜
美
術
大
学
の

 　
　
　

出
張
講
座

創
作
の
楽
し
さ
を

　

子
ど
も
た
ち
に

７
4・5

　

市
と
協
定
を
結
ん
で
ま
ち

づ
く
り
に
様
々
な
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
横
浜
美
術
大

学
。
こ
の
度
、杉
本
洋
氏
（
同

大
講
師
、
日
本
画
家
）
と
卒

業
生
が
阪
合
部
小
学
校
、
五

條
小
学
校
お
よ
び
五
條
中
学

校
を
訪
れ
、
版
画
や
絵
画
な

ど
の
制
作
や
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
阪
合
部
小
学
校
５
、

６
年
生
は
身
の
回
り
に
あ
る

糸
や
ボ
タ
ン
な
ど
を
使
っ
た

版
画
を
制
作
。
刷
り
上
が
っ

た
版
画
を
見
て
、「
自
分
の

想
像
し
て
い
た
物
よ
り
も
き

れ
い
に
で
き
た
」
と
美
術
の

楽
し
さ
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

７
6佐 

野
有
美
さ
ん
が
講
演

　

五
條
市
か
ら
差
別
を
無

く
そ
う
と
、
差
別
を
な
く

す
市
民
集
会
が
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
佐
野
有
美

さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
は
先
天
性
四

肢
欠
損
症
で
生
ま
れ
、
あ

る
の
は
短
い
左
足
と
３
本

の
指
の
み
。
し
か
し
、
水

泳
を
は
じ
め
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
な
ど
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
き
た
佐
野
さ
ん
。「
何

事
も
、
で
き
る
、
で
き
な

い
よ
り
も
自
分
が
や
り
た

い
か
ど
う
か
が
大
切
。
人

と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
と
向
き
合
っ
て
、
で

き
る
方
法
を
考
え
る
こ
と

が
大
事
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
の
は
じ
け
る

よ
う
な
明
る
い
笑
顔
と
笑

い
声
を
前
に
、
会
場
を
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
勇
気
や
希

望
を
も
ら
い
ま
し
た
。

柿
奈
ち
ゃ
ん
も
収
穫

手
足
が
な
く
て
も
目
標
が
あ
れ
ば
笑
顔
で
居
ら
れ
る

７
５

地
域
で
生
ま
れ
た
旬
の
食
材
を
食
べ
よ
う

五 
條
の「
お
い
し
い
食
材
」を

　
　
　
　
　

 

子
ど
も
た
ち
に

　

五
條
市
で
生
産
さ
れ
る
安

心
で
安
全
な
食
材
を
五
條
市

の
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
「
五
産
五

消
」
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

７
月
５
日
に
は
五
條
市
の

青
年
農
家
団
体
「
五
條
市
４

H
ク
ラ
ブ
」
と
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
、
市
内
小
中
学
校
等

が
連
携
し
、
地
域
の
玉
ね
ぎ

や
し
め
じ
な
ど
の
食
材
を
使

用
し
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

五
條
小
学
校
で
は
給
食

時
間
の
校
内
放
送
で
、「
し

め
じ
は
樫
辻
の
向
尾
さ
ん
、

玉
ね
ぎ
は
滝
の
益
田
さ
ん

…

」
な
ど
と
紹
介
。「
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
同

世
代
の
農
家
の
皆
さ
ん
が

栽
培
し
て
く
れ
た
新
鮮
な

野
菜
。
味
わ
い
な
が
ら
し

っ
か
り
食
べ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
こ
の

シ
メ
ジ
が
お
い
し
い
」、

「
卵
ス
ー
プ
を
お
か
わ
り
」

と
、
食
材
に
も
興
味
を
持

っ
て
給
食
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

地
域
と
連
携
し
た
こ
の

よ
う
な
食
育
、
農
業
振
興

の
取
組
は
、
今
後
回
数
を

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

野
菜
ス
ー
プ
を
お
か
わ
り
！

い
つ
も
よ
り
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
た

料
理
や
食
材
へ
の
関
心
も
高
ま
り
ま
す

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
風
景

杉
本
先
生
か
ら
直
接
指
導

来
場
者
は
明
る
い
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
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4災害への備えを見直しませんか

災
害
へ
の
備
え
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
？

１．自助

３．公助
２．共助

　

五
條
市
に
甚
大
な
被
害
を
発

生
さ
せ
た
一
昨
年
の
紀
伊
半
島

大
水
害
を
は
じ
め
、
近
年
日
本

各
地
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
以

降
、
防
災
や
地
震
へ
の
対
策
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

は
、
災
害
に
備
え
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
機
会
に
、
近
い
将

来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

東
南
海
・
南
海
地
震
や
毎
年
発

生
す
る
風
水
害
へ
の
備
え
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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平
成
25
年 

五
條
市
総
合

　

  
防
災
訓
練
を
実
施

　

災
害
時
に
関
係
機
関
が
相
互
の

連
携
を
強
化
し
、
迅
速
で
適
切
な

防
災
活
動
が
実
施
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
７
月
６
日
に
吉

野
川
河
川
敷
お
よ
び
西
吉
野
支
所
、

大
塔
支
所
を
会
場
に
五
條
市
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
は
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震

が
発
生
し
て
五
條
市
で
は
震
度
６

強
を
観
測
、
同
時
に
台
風
も
接
近

し
て
市
内
全
域
に
被
害
が
発
生
し

て
い
る
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
陸
上
自
衛
隊
や
奈
良

県
警
、
県
防
災
航
空
隊
、
県
土
木

事
務
所
、
五
條
病
院
な
ど
、
国
、

県
の
関
係
機
関
や
、
五
條
市
自
治

連
合
会
、
自
主
防
災
会
、
五
條
市

消
防
本
部
、
五
條
市
消
防
団
、
五

條
市
赤
十
字
奉
仕
団
が
参
加
。
参

加
者
は
災
害
時
の
対
応
を
改
め
て

確
認
し
、
防
災
意
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

五條市
周辺の活断層

五條市

　平成７年１月 17日に発生した阪神淡路大震災の死者・行方不明者は６
千人以上。また、平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災での死者、
行方不明者は 1万 8千人を超え、突然、広範囲に被害を及ぼす地震災害の
恐ろしさを日本中の人々が痛感しました。
　幸い五條市では、近年大きな地震被害はありません。しかし、奈良県全域
は近い将来発生すると言われている東南海・南海地震の防災対策推進地
域に指定されています。また、奈良県内および奈良県周辺には直下型地震
を引きおこす活断層が多数存在します。地震は他人事ではありません。「災
害は忘れた頃にやってくる」といいます。日頃から災害に備えましょう。

は他人事ではありません震地
奈良県にも多くの
活断層があります

　

五
條
市
は
、
今
な
お
復
旧
作

業
が
続
い
て
い
る
平
成
23
年
の

紀
伊
半
島
大
水
害
を
は
じ
め
、

平
成
２
年
、
７
年
、
10
年
の
台

風
に
よ
る
風
水
害
や
、
平
成
20

年
に
大
塔
町
で
発
生
し
た
国
道

の
土
砂
崩
れ
な
ど
、
過
去
か
ら

台
風
や
大
雨
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
も
全
国
で
、
台
風
や
集
中

豪
雨
、
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
河

川
で
も
、
増
水
し
た
時
は
絶
対

に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
に
あ
る

傾
斜
の
急
な
ガ
ケ
な
ど
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
所
を
普
段
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
の
危
険
を
感
じ

た
り
避
難
が
必
要
な
時
は
、
市

役
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
２
）

水
害
や
土
砂
災
害

　
　
　

に
も
注
意
！

災
害
は
地
震
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

災害に備えて準備するもの、決めておくこと
１．避難するとき持ち出す最小限の必需品
　
懐中電灯、ラジオ、衣類などの生活用品や、無いと不便なコンタクトレンズ、
めがねなど、普段の生活に必要なものを準備しておきましょう。

２．家族との連絡方法
　

　災害はいつ、どこで起こるかわかりません。仕事中や学校で、また自宅で被災したとき、どこに
避難する予定か事前に話し合いましょう。また、大規模な災害の場合は電話が通じないことも考え
られます。家族の無事を確認するため、連絡をとりあう方法も相談しておきましょう。
（電話会社が提供する災害時の伝言ダイヤルやインターネットの掲示板などを利用すると便利です）

３．防災知識の向上
　
　五條市では、それぞれの地域に自主防災組織が結成されています。自主防災組織は地域の
防災力を高めるため、訓練や講演会を行っています。また、五條市消防本部では救命講習会
などを開催しています。それらの訓練に積極的に参加して防災知識を高めましょう。
　災害への対応で大切なことは、第一に「自助」、第二に「共助」、最後が「公助」と言われ
ています。大規模災害時には市や県、国の公助には限界があります。災害時には、まず自分
や家族の命を守り、地域で助け合いましょう。

災
害
情
報
リ
ン
ク

※
携
帯
電
話
の
Q
R
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
よ
み
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
に
通
信

料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。



８/30
（金）～

気
象
庁

『
特
別
警
報
』の

　
　

運
用
開
始

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら
、

　

身
を
守
る
た
め
に

　

最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
！

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
、
地
震
、
津
波
、
高
潮
な
ど
に

よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発

表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
今
後

は
、
こ
の
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
豪
雨
や
大
津

波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高
ま
っ

て
い
る
場
合
、
新
た
に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
、
最
大
限
の

警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
対
象
と
す
る
現
象

▼
１
８
０
０
０
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
大
津
波

▼
我
が
国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
、
５
０
０

０
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
「
伊
勢
湾

台
風
」
の
高
潮

▼
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
１
０
０
人
近

い
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第

12
号
」
の
豪
雨
等

気象台が発表する気象情報
大雨に関する気象情報

ただちに

命を守る行
動を！ただちに

命を守る行
動を！ただちに

命を守る行
動を！

大雨注意報

大雨警報（土砂災害）

土砂災害警戒情報

大雨警報（浸水害）

警報になる可能性がある場合はその旨記述

警報・注意報に先立ち発表

大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す

土砂災害の危険性が、さらに高まった場合に発表

あらかじめ、取るべき行動を考えておきましょう。

大雨がさらに降り続き、

重大な災害が起こる危険性が非常に高まる重大な災害が起こる危険性が非常に高まる

大雨特別警報

特別警報の伝達の流れ

気
　象
　庁

自治体

報道機関
住
　
民

テレビ

ラジオ

広報車

インターネット

特
別
警
報
は
行
政
機
関
や
様

々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝

え
ら
れ
ま
す
。
情
報
収
集
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

■問合先　危機管理課　本庁（内線３６２）

メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

日
本
一
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
五
條
市
に

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
県
民
の
安
全
・

安
心
を
高
め
る
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
」
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
警
察
官
が

パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
か
ら
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
流
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

メロディーパトロール
で流している子どもた
ちの防犯ソング「いか
のおすし一人前」は、
奈良県警察のホーム
ページから聞くことが
できます。

消
火
用
ホ
ー
ス
格
納
庫
か
ら

　

金
属
製
品
の
盗
難
が
多
発
！

　

本
年
４
月
末
か
ら
、
住
宅

地
等
に
設
置
さ
れ
た
消
火
用

ホ
ー
ス
格
納
庫
か
ら
、
真
鍮

や
銅
、
ア
ル
ミ
製
の
ノ
ズ
ル

等
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
件
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
注
意
喚
起
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〜
防
犯
対
策
の
一
例
〜

▼
扉
の
開
閉
に
反
応
す
る
マ

グ
ネ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー

▼
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
、
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
等

※

消
火
設
備
の
た
め
、
施
錠
は
好
ま

し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

防
犯
設
備
や
、
自
治
会
で
の
警

戒
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
條
警
察
署
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

6くらしのメモ／消防ＴＯＰＩＣＳ



　

放
火
に
よ
る
火
災
は
全
国

で
発
生
し
て
お
り
、
市
内
で

も
不
審
火
や
放
火
が
疑
わ
れ

る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

『
放
火
さ
れ
な
い
・
放
火
さ

せ
な
い
・
放
火
さ
れ
て
も
被

害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
』
３

S
運
動
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
の
ま
わ
り
を
整
理
整
頓

し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▼
物
置
や
車
庫
な
ど
は
、
外

部
か
ら
簡
単
に
進
入
で
き

な
い
よ
う
に
鍵
を
か
け
る
。

▼
家
の
ま
わ
り
を
外
灯
な
ど

で
明
る
く
す
る
。

▼
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
の

朝
に
出
す
。

▼
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ボ

デ
ィ
ー
カ
バ
ー
は
防
炎
製

品
を
使
う
。

消防トピックス

『
放
火
予
防
の

　

  

３
Ｓ
運
動
』

放
火
火
災
を

　
　

防
ご
う
！

市内で林野火災が多発！
　林野火災の原因の多くは、焚き火、ゴミ
の焼却、タバコや火遊びなど不注意が原因
です。一度失われた森林は回復するまでに
多くの年月を費やします。ふるさとの緑を
皆で守りましょう。

　

五
條
市
消
防
本
部
で
は
、

５
月
７
日
に
発
生
し
た
林

野
火
災
を
的
確
に
通
報
し
、

迅
速
・
適
切
な
初
期
消
火

活
動
に
よ
っ
て
火
災
の
拡

大
を
防
止
し
て
被
害
軽
減

に
尽
力
し
た
畠
山
重
雪
さ

ん
の
功
績
を
称
え
、
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

６
21消 

防
協
力
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈

火
災
の
被
害
軽
減
に
尽
力

消防ＴＯＰＩＣＳ 五條市消防本部　☎２２・３３１０

普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

■
日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
（
約
３
時
間
）

■
場
所  

カ
ル
ム
五
條

■
定
員　

先
着
50
人
程
度

■
受
講
料　

無
料

※

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催

　

五
條
市
消
防
本
部

■
協
賛　

五
條
市
医
師
会
・

五
條
市
防
災
協
会
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
消
防
本
部

☎
２
２
・
３
３
１
０

　

家
族
や
友
人
が
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
で
心
臓
や
呼
吸
が
止

ま
っ
た
時
、
あ
な
た
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
９
月
９
日

の
救
急
の
日
に
合
わ
せ
て
、
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
胸

骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、
A
E
D
の
取
扱
い
を
マ
ス
タ
ー
し
、
愛

す
る
人
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

大
規
模

停
電
発
生
！

そ
の
時…

防
火
体
制
は

　

万
全
で
す
か
？

　

大
規
模
停
電
が
発
生
す
る
と
、
電
源
が
必
要
な
消
防
用

設
備
等
が
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
非
常
電

源
の
容
量
を
超
え
る
停
電
に
備
え
て
、
次
の
よ
う
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
消
火
器
、
簡
易
消
火
用

具
等
の
設
置
場
所
や
使

用
方
法
を
再
確
認
。

▼
関
係
者
に
よ
る
巡
回
等

で
火
元
を
警
戒
。

▼
防
火
対
象
物
の
関
係
者

に
よ
る
避
難
誘
導
体
制

お
よ
び
避
難
経
路
を
再

確
認
。

▼
非
常
電
源
の
稼
動
可
能

時
間
を
事
前
に
確
認
。

▼
火
気
の
使
用
に
は
十
分

注
意
。
火
災
の
発
生
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
停
電
時
で
も
使
用
で
き

る
電
話
機
か
ど
う
か
確

認
。
確
実
な
１
１
９
番

通
報
体
制
を
確
保
。

▼
停
電
前
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
使
用
を
速
や

か
に
制
限
。

！１１９番に
問合せしないでください
火災・救急・救助の
緊急通報用電話です
▽火災等の災害で消防車が出動
した場合、災害発生場所や災
害の種類をテープで聞くこと
ができます。

～火災発生場所等
　　音声案内サービス～
　　☎２２・０１１９
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３
か
月
で

３
キ
ロ
減
量
大
作
戦
！

　

健
康
づ
く
り
や
メ
タ
ボ
対
策
に
減
量
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
続
か
な

い
と
い
う
人
に
お
勧
め
の
企
画
で
す
。
今
回
は
、
体
重
を
測
っ
て
グ
ラ
フ
を
つ
け
る
、
簡
単
な

減
量
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。自
分
の
生
活
習
慣
に
気
づ
き
、改
善
し
な
が
ら
健
康
的
に
ゆ
っ

く
り
減
量
し
ま
す
の
で
、
一
度
身
に
つ
い
た
ら
一
生
役
に
立
つ
減
量
法
で
す
。

■
目
標　

３
か
月
で
３
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
減
量

■
対
象
者

▼
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人

▼
B
M
I
（
体
格
指
数※

）

が
23
以
上
の
人

※

B
M
I
＝　

体
重（
ｋ
ｇ
）÷
身
長

（
ｍ
）÷

身
長（
ｍ
）

■
内
容

▼
体
重
記
録
票
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布

▼
体
重
を
記
録

　
（
９
月
20
日
頃
か
ら
３
か

月
間
、
１
日
２
回
体
重
を

測
っ
て
記
録
）

▼
必
要
に
応
じ
て
個
別
相
談

や
メ
ー
ル
で
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

料
理
や
運
動
の
教
室
に
も

参
加
で
き
ま
す
。

※

過
度
な
食
事
制
限
に
よ
る

減
量
は
禁
止
で
す
。

※

減
量
で
き
な
く
て
も
結
果

票
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

８
月
30
日
（
金
）

■
申
込
方
法　
　

①
氏
名

　

②
生
年
月
日　

③
性
別　

④
住
所　

⑤
電
話
番
号　

⑥
身
長
・
体
重　

⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
メ
ー
ル
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
希
望
者
） 

　

⑧
説
明
会
へ
の
参
加
の
有

無　

⑨
減
量
大
作
戦
へ
の

意
気
込
み　

を
記
入
し
て
、

電
話
、
郵
送
ま
た
は

F
A
X
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

◎減量大作戦説明会

　９月12日（木）

　午後１時30分～３時

▼実施方法の説明

▼体重測定や減量のコツ

▼希望者に身長・体重・体

脂肪率・腹囲等測定

◎個別相談会

　９月25日（水）

　10月1日（火）

　11月８日（金）

▼減量や生活習慣、食生活

のアドバイスなど（予約

制）

◎減量大作戦報告会

　平成26年1月20日（月）

　午後1時～３時30分

 （参加者の結果報告会。生

活習慣病予防の講演会

も予定）

※希望者のみ参加してください

大作戦日程

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

な
ん
と
な
く
調
子
が
悪
い

眠
れ
な
い…

ゆ
う
う
つ
な
気
分…

　

カ
ル
ム
五
條
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
や
、
そ
の

家
族
を
対
象
に
『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場　

所　

カ
ル
ム
五
條

■
相
談
員　

臨
床
心
理
士

■
費　

用　

無
料

■
相
談
時
間
（
１
人
約
45
分
）

①
午
後
１
時
〜
１
時
45
分 

②
午
後
２
時
15
分
〜
３
時 

③
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
15
分

※

予
約
が
必
要
で
す
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

《こころの健康相談日程》

８月 ７日（水）・１９日（月）・２８日（水） 

９月 ４日（水）・１１日（水)・３０日（月） 

１０月 ７日（月）・１６日（水）・３０日（水） 

１１月 ６日（水）・１８日（月）・２７日（水） 

１２月 ４日（水）・１６日（月)・２５日（水） 

H26年１月 ８日（水）・２２日（水）・２７日（月） 

２月 ５日（水）・１７日（月）・２６日（水） 

３月 ５日（水）・１７日（月）・２６日（水） 

8カルムのひろば



▽午前９時から午後４時まで
▽保険証を持参してください
▽診療は急病患者の応急処置に
限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▽診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11 時 30 分まで

■問合先　保健福祉センター

成人保健係　本庁 ( 内線２９０)

８月・９月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

切り取って保管しましょう

８月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２５日（日） 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

今井４丁目１－１６ 
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

岡口１丁目２－２２  
右馬医院  

☎２２・２２８１ 

眠

五
條
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
が
ん
看
護
専
門
外
来
」

　

当
院
の
看
護
専
門
外
来
で
は
、

が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師

が
そ
の
専
門
性
を
活
か
し
、
医

師
や
薬
剤
師
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
次
の

よ
う
な
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
が
ん
に
伴
う
痛
み
を
和
ら
げ

る
た
め
に
、
医
師
と
一
緒
に

お
薬
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
医
療
用
麻
薬
に
よ
っ
て
起
こ

る
副
作
用
対
策
を
行
い
ま
す
。

▼
闘
病
に
伴
う
不
安
な
気
持
ち

を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
ご
家
族
の
不
安
や
悩

み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
日

　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

※

完
全
予
約
制
（
１
時
間
程
度
）

■
場
所

　

看
護
専
門
外
来
（
北
３
階
）

■
担
当
者

　

が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師

■
対
象
者

　

が
ん
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族

■
問
合
先

　

県
立
五
條
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
２
２
・
１
１
１
２

９月１日（日） ８日（日）  １５日（日）  １６日（月）  

野原西２丁目１－２６  須恵 2丁目１－２５  本町１丁目７－２３  中之町１６１７－１  

大川橋診療所 山田医院  後藤医院  田畑医院  
☎２２・２４４７  ☎２２・２０３９  ☎２２・２６９５  ☎２５・１２１１  

２２日（日）  ２３日(月） ２９日（日）  

釜窪町１２６－１  新町２丁目３－８  今井２丁目２－１２  

前防医院  槇野医院  岩井内科  
☎２２・２０７２  ☎２２・２００４  ☎２６・１２１２  

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

　

い
つ
も
の
料
理
を

ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
、
カ

ロ
リ
ー
を
減
ら
し
た
美
味

し
い
食
事
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
食
べ
ご
た
え
の
あ
る

１
食
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
程
度
の
食
事
を
紹
介

し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
30
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者　

市
内
に
在
住

す
る
人
（
定
員
20
人
）

■
指
導
者　

五
條
市
食
生

活
改
善
推
進
員

■
参
加
費

　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
手
ぬ
ぐ
い
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
締
切

　

８
月
23
日
（
金
）

■
申
込
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

成
人
保
険
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

カ
ロ
リ
ーOFF

　

休
日
は
子
ど
も
と
一
緒

に
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
楽
し
い
歌
あ
そ
び
、

手
あ
そ
び
や
、
育
児
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時　

８
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

２
歳
半
か
ら
未

就
学
ま
で
の
子
ど
も
と
父

親
（
定
員
10
組
）

■
内
容　

お
に
ぎ
り
な
ど

簡
単
な
調
理

■
費
用　

３
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

バ
ン
ダ
ナ
（
頭
を
覆
う

物
）、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

お
茶

※

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
人
は
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

パ
パ
と
楽
し
く

　

ク
ッ
キ
ン
グ

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

母
子
保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

パ
パ

サ
ロ
ン
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   I’m finally posting a Filipino dessert that is one of my 
favorite Pilipino foods ever. Being known throughout the 
world, this custard dessert topped with soft caramel is 
typically known as “cream caramel” or “caramel custard” in 
English and as “purin” in Japanese. It is called “Leche Flan” 
in the Philippines.
 Ingredients:
・ (400ml) evaporated milk or fresh milk　・ (250g) condensed milk
・10 egg yolks　・ 1 teaspoon of vanilla extract or lemon essence
＜For Caramel＞
・1 cup sugar (white or light brown)　・3/4 cup of water
Cooking instruction:
①In a saucepan, mix the sugar and water and boil until the 
sugar is caramelizes.
②Pour the caramelized sugar into aluminum molds. (You 
can use any shape of mold.) 
Spread the caramel on the bottom of the molds.
③Place the egg yolks in the bowl then beat them. (Use an 
egg beater.) Then add all ingredients and mix it 
thoroughly. Gently pour the mixture on the top of the 
caramel in the aluminum molds. Cover the molds with 
aluminum foil.
④Arrange into a steamer. (Water should already be boiling 
before placing the molds inside.) Steam for 30 to 35 min. 
After steaming, let the temperature cool down then 
refrigerate. 
⑤To serve, run a thin knife around the edges of the mold to 
loosen the “Leche Flan” Place a platter on top of the mold 
and quickly turn upside down to position the golden 
brown caramel on top. 
Take note: You can tell when the “Leche Flan” is cooked by 
inserting a thin knife. If it comes out clean, it is cooked.  

　ついに私の好きなフィリピンのデザートを紹介する時がき
ました。このカラメルソースのかかったカスタードのデザー
トは、世界中に広まっており、英語では” cream caramel”（ク
リーム・カラメル）や” caramel custard”（カラメル・カスター
ド）、日本語では「プリン」の名で知られています。そして、フィ
リピンでは” Leche Flan”（レチェ・フラン）と呼ばれています。
材料：
・練乳または牛乳　400ml　　 　・コンデンスミルク　250g
・卵の黄身　　　　10個分　　　・バニラエクストラクトま
たは、レモンエッセンス　小さじ 1
＜カラメルソース用＞
・白砂糖またはきび砂糖　1カップ　・水　3/4 カップ
作り方：
①鍋に砂糖と水を入れカラメルになるまで煮詰める。
②①のカラメルをアルミ型（好きな形の型を使ってください。）
に流し込む。カラメルは、型の底にまんべんなく広げる。

③卵の黄身をボールに入れ、泡だて器で混ぜる。残りの材料
を入れ、よく混ぜる。混ざったら、カラメルを入れたアル
ミ型に静かに注ぎ、アルミホイルでふたをする。

④蒸し器に型を並べる。（あらかじめ沸騰したお湯をはってお
くこと。）30～ 35分蒸す。蒸しあがったら、余熱を取っ
てから冷蔵庫で冷やす。

⑤レチェ・フランと型との間にナイフで 間を入れ、皿をか
ぶせてカラメルが上になるようにひっくり返して取り出す。

注：レチェ・フランにナイフを差し込むことでいつできあがっ
たかを知ることができます。もし、ナイフに生地がついて
こなければ蒸しあがりです。

“Leche Flan” 「レチェ　フラン」

英語
コミュ

ニケー
ション

第 52 回

国 際 交

流

E xc h ange
I n ternational

”The name “Leche Flan” originated in old Spain when the Philippines was 
colonized 500 years ago. “Leche” means milk and “Flan” means cake.”　

こんにちは、　
谷 ローシー ダイトです

「レチェ・フラン（Leche Flan）」という名前は、500年前にフィリピンを占領していた古代
スペインが起源になっています。”Leche”は「牛乳」、”Flan”は「ケーキ」を意味します。

７
月
１
日
〜

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

法
務
大
臣
か
ら
、次
の
３
人
の

皆
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。差
別
を
な

く
す
強
調
月
間
を
始
め
、五
條
市

か
ら
差
別
を
な
く
す
た
め
、今
後

色
々
な
行
事
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

▼
南　

文
子
さ
ん

▼
櫻
井　

清
司
さ
ん

▼
竹
原　

設
治
さ
ん

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７　

人
権
擁
護
委
員

地籍調査成果
登記完了のお知らせ
　平成19年度に実施した地籍調査の成
果として、「大澤町の一部地域」の登記
が完了しました。登記記録などは奈良
地方法務局五條支局で閲覧できます。
■問合先
　地籍調査課　本庁（内線４０５）

10国際交流



図書館ホームページ
ができました！
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図
書
館
だ
よ
り

大
人
向
け

子
ど
も
向
け

お
ス
ス
メ
新
刊
紹
介
し
ま
す
！

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

8 月

「
秀
吉
の
出
自
と
出
世
伝
説
」

（
渡
邊
大
門
／
著 

洋
泉
社
）

　

低
い
身
分
に
生
ま
れ
た
秀
吉

が
出
世
す
る
に
は
常
人
の
何
倍

も
の
努
力
が
必
要
だ
っ
た
。
史

実
と
伝
説
を
丹
念
に
腑
分
け
し
、

「
人
間
秀
吉
」
の
実
像
に
迫
る
。

「
イ
モ
ム
シ
」

（
新
開
孝
／
写
真
・
文  
ポ
プ
ラ
社
）

宇
宙
人
み
た
い
な
顔
を
し
て
驚

か
せ
る
イ
モ
ム
シ
、
葉
っ
ぱ
に

化
け
た
イ
モ
ム
シ…

。
イ
モ
ム

シ
の
不
思
議
な
生
態
を
写
真
で

紹
介
。

田舎風服装コンテストの優勝者たちと。
かわいかったです！

　

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！
ブ

ラ
ジ
ル
に
来
て
か
ら
一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。時
の
速
さ
に
驚
く
ば

か
り
で
す
。日
本
は
夏
真
っ
盛
り

で
す
ね
。こ
ち
ら
は
７
月
の
冬
休

み
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

さ
て
、今
回
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
お

祭
り
、「
フ
ェ
ス
タ
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
」

を
紹
介
し
ま
す
。ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
「
フ
ェ
ス
タ
」は
「
お
祭
り
」、

「
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
」は
「
６
月
の
」、

つ
ま
り
「
６
月
の
お
祭
り
」と
い

う
意
味
で
、６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。６
月
に
は
、サ
ン
ト

と
呼
ば
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖

人
の
誕
生
日
が
３
日
あ
り
、も
と

も
と
は
そ
の
た
め
の
お
祭
り

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、田
舎
風
の
恰
好

（
男
性
は
ひ
げ
を
書
き
、チ
ェ
ッ

ク
の
シ
ャ
ツ
に
つ
ぎ
は
ぎ
の
あ

る
ズ
ボ
ン
、麦
わ
ら
帽
子
な
ど

を
。女
性
は
頬
を
赤
く
塗
っ
て
そ

ば
か
す
を
書
き
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

風
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
ブ
ー
ツ
な

ど
）を
し
、フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

よ
う
な
も
の
を
み
ん
な
で
踊
り

ま
す
。そ
し
て
食
事
に
は
田
舎
風

の
食
べ
物
と
い
う
こ
と
で
、ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を

使
っ
た
食
べ
物
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

な
ど
を
食
べ
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
に

シ
ナ
モ
ン
や
し
ょ
う
が
を
入
れ

た
も
の
を
飲
み
ま
す
。

　

６
月
末
に
、私
た
ち
の
日
本
語

学
校
で
も
冬
休
み
前
の
修
了
式

を
か
ね
、イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
い

ま
し
た
。参
加
者
た
ち
で
色
々
な

フ
ェ
ス
タ
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
の
料
理

を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。そ
の
他

に
、同
僚
の
先
生
の
作
っ
て
く
れ

た
豚
汁
に
、私
の
手
打
ち
う
ど
ん

を
入
れ
た
も
の
も
好
評
で
し
た
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、田
舎
風
服
装
コ
ン
テ
ス

ト
を
し
た
り
、み
ん
な
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

井
田
有
希
の

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
手
紙

✉

第
５
通

（
文
・
写
真
） 

井
田　

有
希 （
い
だ　

ゆ
き
）

　

五
條
市
西
吉
野
町
出
身
の
23
歳
。「
世
代

を
超
え
て
多
く
の
人
に
日
本
語
を
教
え
た

い
」と
J
I
C
A
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
。ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ジ
ャ
カ
レ
イ
日
本
語
学
校
で
日
本
語
教
師

と
し
て
勤
務
中
。

そ
の
他
新
刊

大
人
の
本

☆
太
平
洋
の
試
練（
上
・
下
）　

真
珠

湾
か
ら
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
ま
で　

（
イ
ア
ン
・
ト
ー
ル
／
著
）

☆
直
線
縫
い
の
子
ど
も
服　

90
・
１

０
０
・
１
１
０
・
１
２
０
㎝
の
４
サ

イ
ズ（
渡
部
サ
ト
／
著
）

☆
正
義
を
ふ
り
か
ざ
す
君
へ（
真
保

　

裕
一
／
著
）

子
ど
も
の
本

☆
や
さ
し
い
大
お
と
こ（
ル
イ
ス
・
ス

ロ
ボ
ド
キ
ン
／
作
）

☆
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
号
の
遭
難　

ト
ル

コ
と
日
本
を
結
ぶ
心
の
物
語（
寮

　

美
千
子
／
文
）

☆
す
い
か
の
め
い
さ
ん
ち（
平
田　

昌
広
／
作
）

本
の
装
備
体
験

〜
大
切
な
本
に
透
明
な

　

カ
バ
ー
を
貼
り
ま
す
〜

　

８
月
９
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

小
学
生
対
象（
先
着
10
人
）

■
持
ち
物　

大
切
な
本
２

冊
、は
さ
み
、ハ
ン
カ
チ

問合先　市立図書館　☎２２・４１３３（水曜休館）
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古
紙
・
び
ん
の
無
料
収
集

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

古
紙
・
び
ん
の
収
集
は

月
２
回
で
す
。
ご
み
集
積

所
（
燃
え
る
ご
み
）
に
、

次
の
時
間
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
午
前…

午
前
７
時
ま
で

▼
午
後…

午
後
１
時
ま
で

本・雑誌・その他紙

新聞紙

段ボール

次
の
３
つ
に
分
類
し
て
、
ひ

も
で
し
ば
る
か
、
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
出
し
方

▼
フ
タ
を
外
し
、
中
を
す

す
い
で
任
意
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
は
が
せ
る
ラ
ベ
ル
は
は

が
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
汚
れ
の
と
れ
な
い
ビ
ン

や
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
等
は

そ
の
他
の
も
え
な
い
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
升
ビ
ン
・
ビ
ー
ル
ビ

ン
な
ど
返
却
で
き
る
も

の
は
販
売
店
へ
戻
し
ま

し
ょ
う
。

ビ
ン
の
出
し
方

みどり園

　

古
紙
・
び
ん
の
無
料
収
集

は
、
ご
み
減
量
化
と
環
境
保

護
を
目
指
し
た
、
市
民
と
行

政
の
協
働
の
取
組
で
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

６月の収集結果
五條市全域
(大塔町を除く )

古紙 22,770kg
びん    5,670kg

生
ご
み
処
理
機
器

　

購
入
に
補
助
金
が

　
　

交
付
さ
れ
ま
す

　

生
ご
み
の
減
量
化
、
た
い

肥
化
の
た
め
に
、
新
た
に
生

ご
み
処
理
機
器
（
電
動
式
、

コ
ン
ポ
ス
ト
型
、
バ
ケ
ツ
型
）

を
購
入
す
る
場
合
、
購
入
金

額
（
税
抜
）
の
１
／
２
を
補

助
し
ま
す
（
上
限
３
万
円
）。

　

生
ご
み
処
理
機
器
を
利
用

し
て
、
生
ご
み
の
有
効
利
用

を
し
ま
し
ょ
う
。

！　

E
M
ぼ
か
し
に
よ
る
生
ご
み

の
た
い
肥
化
や
E
M
活
性
液
の

作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
参
加

者
に
は
E
M
ぼ
か
し
等
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

講
習
会
当
日
は
会
場
で
E
M

バ
ケ
ツ
の
購
入
、
補
助
金
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

８
月
25
日(

日)

▼
１
回
目　

午
前
10
時
〜

▼
２
回
目　

午
後
１
時
〜　
　

　
（
各
回
30
人
程
度
）

■
場
所　

み
ど
り
園

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
た
い
肥
化

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

！

☎２４・４１１１

木
造
住
宅
耐
震
診
断

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

　

対
象
は
次
に
該
当
す
る
家

屋
で
す
。

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
在
来
軸
組

工
法
の
木
造
住
宅

▽
延
べ
床
面
積
２
５
０
㎡
以

下
か
つ
地
階
を
除
く
階
数

が
２
以
下
の
も
の

▽
そ
の
他
の
条
件
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

補
助
対
象
者　

対
象
と
な

る
住
宅
の
所
有
者

■
費
用
は
無
料
で
す
。（
耐

震
診
断
料
一
件
４
万
５
千

円
の
う
ち
国
が
１
／
２
、

県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
１
／

４
を
補
助
し
ま
す
）

■
募
集
件
数　

先
着
10
件

■
受
付
期
間　

８
月
12
日

（
月
）
〜
８
月
30
日（
金
）

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

耐
震
診
断
事
業

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

　

対
象
は
次
の
全
て
の
条

件
を
満
た
す
工
事
で
す
。

▽
耐
震
診
断
事
業
の
要
件

を
満
た
す
市
内
の
住
宅

で
耐
震
診
断
を
行
っ
た

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

▽
対
象
と
な
る
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
が
50
万
円

以
上
の
工
事

▽
工
事
前
の
構
造
評
点

１
．
０
未
満
の
も
の
を

１
．
０
以
上
の
数
値
に

す
る
改
修
工
事
ま
た
は

工
事
前
の
構
造
評
点
０
．

７
未
満
を
０
．
７
以
上

の
数
値
に
す
る
改
修
工

事
▽
補
助
金
交
付
決
定
後
、

工
事
に
着
手
し
平
成
26

年
３
月
14
日
ま
で
に
完

了
す
る
も
の

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
■
補
助
金
の
額

▽
耐
震
改
修
工
事
費
が
50

万
円
以
上
87
万
円
以
下

↓
20
万
円

▽
耐
震
改
修
工
事
費
が
87

万
円
を
超
え
る
も
の
↓

　

50
万
円
を
限
度
と
し

工
事
費
の
23
％

■
募
集
件
数　

先
着
３
件

■
受
付
期
間　

８
月
12
日

（
月
）
か
ら
受
付
開
始

先着順

申
請
書
類
は
建
設
課
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

建
設
課
建
築
係

　

本
庁 

内
線
２
７
９
）

集積所のようす

12くらしのメモ



　

お
盆
の
塔
婆
や
お
供
え
物

は
川
へ
流
さ
な
い
で
、
次
の

事
項
を
守
っ
て
指
定
の
集
積

場
所
へ
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
事
項

※

精
霊
塔
婆
以
外
の
ご
み
（
家

庭
内
の
一
般
ご
み
）
は
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※

線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
等
の
火

気
類
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※

指
定
の
集
積
場
所
に
は
案

内
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
を
目
印
に
し
て
、
看

板
付
近
に
通
行
の
妨
げ
と

な
ら
な
い
よ
う
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

　

〜
集
積
日
〜

　

８
月
15
日
（
木
）
中
に

次
の
集
積
場
所
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い

※

原
則
８
月
16
日
（
金
）

の
朝
か
ら
収
集
し
ま
す
。

お
盆
の
塔
婆
・
お
供
え
物
は

　
　
　

指
定
の
集
積
場
所
へ

 本町地区 
 中央地区 
 五條東地区 
 須恵・岡口地区 
 新町地区 
 二見地区 

東田中会館駐車場 
須恵公民館駐車場 
岡口コミニティセンター駐車場  
中野歯科医院裏堤防 
山直食堂裏堤防 
二見川端衛生センター前 
（ 最寄りの指定場所へ出してください ）  

 野原地区 
大川橋南詰 
旧五條自動車学校前 
金剛寺駐車場 

 宇智地区 
安生寺前 
五條東中学校横 
旧岡選果場前 

 牧野地区 
 田園地区 
 あづみ台地区 

 旧牧野公民館駐車場 

 阪合部地区 

御蔵橋北詰 
御蔵橋南詰 
大津会館前 
火打町集会所駐車場 

 北宇智地区 住川会館前 
近内福徳寺前 

 南宇智地区 霊安寺古田橋北詰 
下丹原町(旧森脇商店横) 

 南阿太地区 滝集会所前 

 大阿太地区 大阿太公民館駐車場 

■指定集積場所 みどり園

■問合先　みどり園     
　

年
金
額
を
計
算
す
る
と

き
に
、
保
険
料
の
免
除
や

猶
予
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
全
額
納
付
し

た
場
合
と
比
べ
て
、
受
け

取
る
年
金
額
が
低
く
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
免
除

等
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け

取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

追
納
が
で
き
る
の
は
承

認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以

内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら

れ
ま
す
。

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料

追
納
し
て

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

〜
保
険
料
を
追
納
す
る

　
　

場
合
の
優
先
順
位
〜

①
学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た

は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら

を
優
先
し
て
追
納
。

②
古
い
月
の
分
か
ら
追
納
。

③
免
除
期
間
の
追
納
。

※

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

国民年金

金
額
な
ど
、
詳
し
く
は
上
記

Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は
次
の
窓
口

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
追
納
の
申
込
・
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
８
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

五
條
市
長
の

資
産
等
の
概
要

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た

め
の
五
條
市
長
の
資
産
等

の
公
開
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
五
條
市
長
の
資
産
等

　

補
充
報
告
書
の
内
容

   （
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
）

　

昨
年
１
年
間
に
新
た
に

有
す
る
こ
と
と
な
っ
た

資
産
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
所
得
等
報
告
書
の
内
容

   （
前
年
の
所
得
）

▼
不
動
産
所
得

　

２
７
万
２
２
０
０
円

▼
給
与
所
得

　

８
３
３
万
２
７
９
９
円

（
五
條
市
長
）

▼
雑
所
得

　

３
９
万
６
３
８
１
円

■
関
連
会
社
等

　

報
告
書
の
内
容

　
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
報

酬
を
得
て
役
員
・
顧
問
等
の
役

職
に
就
い
て
い
る
会
社
等
）

　

該
当
な
し

■
問
合
先　

秘
書
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
２
）
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参
加

第42回吉 野 川 祭 り
８月15日（木）開催

花火とレーザー光線と音楽につつまれるマジカルナイト花火とレーザー光線と音楽につつまれるマジカルナイト花火とレーザー光線と音楽につつまれるマジカルナイト

　「たまや～」「かぎや～」のかけ声でおなじみ花火の開祖、
花火師・鍵屋弥兵衛は大塔篠原の出身でした。新町で腕
を磨き、江戸に店を構えてから350年余。花火のルーツ
の町で開催される吉野川祭りを応援しましょう。
　今年もよしもと興業のお笑いオンステージや、五條東
中学校吹奏楽部の演奏、奈良のご当地アイドルユニット
「ルシャナ」がステージを盛り上げます。
　厳粛な「灯ろう流し」やクライマックスの「納涼花火大
会」など、吉野川のほとりでゆっくりお過ごしください。

停留所 時　刻 

五条駅北口 
↓ 
岡 
↓ 

田園１丁目 
↓ 

田園３丁目 
↓ 

田園５丁目 

２１：５０ 
 

２１：５２ 
 

２１：５６ 
 

２１：５８ 
 

２２：０３ 

奈良交通バス
（臨時便運行予定）

【車いすエリアの申込は８月９日（金）まで】　日常生活に車いすを利用
している人と付き添いの２人まで、車いすエリアを用意しています。
詳しくは問い合わせてください。

会場周辺の皆さんにはご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
■午後6時～10時
▼大川橋北詰
　　～五條３丁目東田中団地東側交差点
▼五條３丁目東田中団地東側交差点
　　～市斎場 (ﾊｰﾄﾋﾟｱさくら )進入口前
■午後７時～10時
▼五條３丁目東田中団地東側交差点
　　～国道２４号五條３丁目交差点
■午後９時～10時30分
▼JR五条駅前
　　～国道２４号五條３丁目交差点

■問合先　吉野川祭り実行委員会事務局 ( 企業観光戦略課内 )■問合先　吉野川祭り実行委員会事務局 ( 企業観光戦略課内 ) 本庁（内線本庁（内線 210）210）■問合先　吉野川祭り実行委員会事務局 ( 企業観光戦略課内 ) 本庁（内線 210）

吉野川祭り会場周辺図（公共交通を利用しましょう）

五條
病院

健民グラウンド

吉野川吉野川

五條小学校
グラウンド

JR五条駅
五條高校跡地
（下側部分）

二見川端地区
臨時駐車場

五條自動車学校跡

グラウンド
五條
警察署

五條
郵便局

通行止

京奈和自動車道

24

立ち入り
禁止区域↑

↑

本陣
交差点

路線バス乗り場

会　場

イベントエリア
：駐車場
↑：大川橋歩道一方通行
　　午後 6時～ 10時

：車両通行止め
　時間は左記のとおりです

プログラムプログラム

会場周辺の通行止め
区間にご注意ください！

よしも
とお笑

い

オンス
テージ

もあり
ます  9:00～ 14:00　 吉野川祭り学童軟式野球大会（上野公園）

14:00 ～　　　　自衛隊装備品展示、撮影会
　　　　　　　　露店アンテナショップ開設等
16:00 ～ 18:45　  ▼吉野川祭り学童軟式野球大会表彰式
　　　　　　　　▼五條東中学校吹奏楽部による演奏
　　　　　　　　▼天誅組 150 年記念ステージ
　　　　　　　　▼Go!Go! 五條のゴーカスター
　　　　　　　　▼奈良のご当地アイドル
　　　　　　　　　「Le Siana（ルシャナ）」ステージ
　　　　　　　　▼よしもとお笑いオンステージ
18:30 ～　　　　万灯会法要（市営墓地極楽寺）
19:00 ～ 19:45　 灯ろう流し～辯天宗～（野原側河川敷）
20:00 ～ 21:00　 納涼花火大会
21:00　　　　　 終了

御霊神社
秋祭り お

み
こ
し
の

担
い
手
も
大
募
集

帰りの渋滞を避けるには、健民グラウンドや二見川端地区臨時駐車場がおすすめです。

日本に誇る

五條の柿を PR しましょう！

「柿の里娘」を募集します！

柿の里娘大募集！

奈良のご当地アイドル

「Le Siana（ルシャナ）」

ステージ

保健福祉センター
（カルム五條）
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参
加
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

今
年
も
10
月
に
、
平
成

25
年
御
霊
神
社
本
宮
秋
季

大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
祭
り
で
行
う
歴
史
行
列
、

「
五
條
天
平
行
列
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
天
平
人
の

衣
装
を
着
て
、
長
い
歴
史

の
あ
る
五
條
の
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

花火とレーザー光線と音楽につつまれるマジカルナイト

■問合先　吉野川祭り実行委員会事務局 ( 企業観光戦略課内 ) 本庁（内線 210）▼10月 26 日（土）
　午前９時～午後５時頃
　御霊神社（霊安寺町）　
▼10月 27 日（日）
　午前８時～午後１時 30分頃
　五條・本町・新町・須恵・岡口近辺

御霊神社御霊神社
秋祭り祭り

新
成
人
の
参
加
者
も
大
募
集
！

今
年
度
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
は
優
先
的
に
行
列

や
お
み
こ
し
に
参
加
で
き
ま
す
。
地
域
の
祭
り
に

参
加
し
て
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

お
み
こ
し
の

お
み
こ
し
の

担
い
手
も
大
募
集

担
い
手
も
大
募
集▼「天平人」

　女性 10人程度、男性若干名

▼「鳳輦（みこし）担い手」
　15人程度
※衣装やはっぴは貸し出します。
※みこしの担い手は黒いシャツとズボンが必要です。
※１６歳以上の健康な人に限ります。
※申し込みが多数の場合は抽選します。

応募締切　９月１７日（火）　

■問合先　秋祭り実行委員会事務局（藤井）
　☎２３・０１７８

申込ファックス　２３・０７７８
①氏名　②性別　③住所　④電話番号
⑤生年月日　⑥参加日　
⑦役（天平人 または おみこしの担ぎ手）
を記入してＦＡＸで送信してください。

日本に誇る日本に誇る

五條の柿を PR しましょう！五條の柿を PR しましょう！

「柿の里娘」「柿の里娘」を募集します！を募集します！

■活動内容　JAならけん西吉野柿部会青年部
員などと一緒に、イベントなどで柿の産地
PRを行います。
■応募条件　年齢が 18 歳から 40 歳までの五
條の柿が好きな女性（高校生は不可です）
■申込締切　8月 20 日（火）
■選考会
　JAならけん西吉野柿選果場
　（西吉野町奥谷 1955）
　９月１日（日）　午後 1時 30 分～

■申込・問合先　JAならけん西吉野白銀営農経済センター　
　　　　☎34・0007、時間：9時～ 17 時、火曜日は休み～選考会の来場者には柿をプレゼント～

柿の里娘
の里娘大募集！

大募集！

ほうれん
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天誅組
大和義挙150年記念事業

見取り図案内之五十五

天誅組　大和義挙百五十年　「天誅組と五條の人々」?

■
申
込
・
問
合
先

　

天
誅
組
大
和
義
挙
１
５
０
年

　

記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

☎
・
fax
２
２
・
０
４
５
０

in
fo
@
ten
ch
u
g
u
m
i.jp

　

〒
６
３
７―

０
０
４
３

　
　

新
町
３
丁
目
３-

１

夏休みこどもさきがけ塾
　天誅組とは？なぜ五條代官所が襲われたの
か？市内の史跡を巡り、ふるさとで起こった史
実を学びます。五條の歴史に触れてみましょう。
■日時　８月６日（火）　午前 10時～午後３時
■場所　民俗資料館長屋門  午前９時 50分集合
■対象者　市内の小学５、６年生　先着 30人
■内容　天誅組の勉強会、昼食、市内の天誅組
史跡を講師と歩く（五條代官所跡・桜井寺・
極楽寺等）

■参加費　５００円（保険代・資料代）
■持ち物　筆記用具・弁当・お茶・帽子等　
■申込締切　８月４日（日）

天誅組１５０年追悼式典
　天誅組が本陣をおいた櫻井寺で天誅組の
志士や五條代官らに思いをはせて追悼式を
行います。
■日時　８月 17日（土）
　午後３時 30分～４時 30分
■場所　櫻井寺
■参加費　無料（申込不要）

「天誅組 150年祭前夜祭」
長屋門灯花会
■日時　９月 14日（土）
　午後５時～
■場所　民俗資料館長屋門、史跡公園
■内容　維新太鼓、天誅踊り、エンヤトッ
ト一座、大和スピリッツの踊りや演奏
■参加費　無料（申込不要）

天誅組 150年祭
高知県津野町高野地区農村歌舞伎
「虎太郎魁大和錦」五條公演
■日時　９月 15日（日）
　正午（午後 12時）開演
■場所　市民会館大ホール
■チケット　１０００円
■定員　先着３００人

8/6
（火）

8/17
（土）

9/14
（土）

9/15
（日）

「
虎
太
郎
魁
大
和
錦
」

　

五
條
公
演
出
演
者
募
集

　

あ
な
た
も
舞
台
に
出
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
内
容　

歌
舞
伎
中
の
３
幕

目　

チ
ャ
ン
バ
ラ
の
シ
ー

ン
（
セ
リ
フ
な
し
）

■
出
演
日
程

▼
９
月
14
日
（
土
）
午
後
〜

リ
ハ
ー
サ
ル 

、

▼
９
月
15
日
（
日
）
午
前
〜

　

出
演
準
備
・
本
番

■
募
集
人
数　

５
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
締
切　

８
月
20
日
（
火
）

物
産
展
も
開
催
し
ま
す

■
日
時　

９
月
15
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所

　

市
立
中
央
体
育
館
周
辺

■
内
容　

天
誅
組
関
係
市
町

村
の
物
産
展
、
天
誅
組
グ

ッ
ズ
の
販
売
等
を
し
ま
す
。

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
の
姿
を
知
る
大
切
な
仕
事
で
す

　
「
国
勢
調
査
」を
は
じ

め
国
や
県
が
実
施
す
る

統
計
調
査
は
、今
の
ま
ち

の
姿
を
知
る
大
切
な
事

業
で
す
。

　

こ
の
た
び
、こ
れ
ら
の

統
計
を
実
施
す
る
際
に
、

一
般
の
家
庭
や
事
業
所

な
ど
を
訪
問
し
て
調
査

を
行
う「
統
計
調
査
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
統
計
調
査

員
と
し
て
市
に
登
録
し
、

調
査
員
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
申
請
・
問
合
先

  （
随
時
受
付
）

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

奈良県

統計調査の

データによると…

奈良県は

▼新聞発行部数

　全国 1位
▼史跡名勝

　天然記念物数

　全国 1位

▼ピアノ所有台数

　全国２位

詳
し
く
は
五
條
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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見取り図案内之見取り図案内之五十五五十五

天誅組　大和義挙百五十年　「天誅組と五條の人々」?天誅組　大和義挙百五十年　「天誅組と五條の人々」?

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）

　

藤
岡
家
は
金
剛
山
麓
の
近
内
に
あ
る

庄
屋
敷
で
す
。
江
戸
時
代
の
古
地
図
や

家
の
図
面
、
戦
前
に
書
か
れ
た
家
人
の

文
章
な
ど
を
み
ま
す
と
、
五
條
か
ら
金

剛
山
に
入
る
道
は
、
三
在
、
住
川
方
面

か
ら
の
道
も
、
こ
こ
で
一
本
に
ま
と
ま

っ
て
藤
岡
家
の
中
を
通
り
ぬ
け
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
五
條
か
ら
金
剛

山
ま
い
り
を
す
る
人
々
や
、
金
剛
山
を

経
由
し
て
大
阪
や
和
歌
山
へ
出
て
い
く

人
と
物
の
流
れ
を
、
ち
ょ
う
ど
関
所
の

よ
う
に
管
理
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

付
近
は
登
山
口
と
し
て
賑
わ
い
、
旅
館
、

酒
屋
、
瀬
戸
物
屋
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

天
誅
組
は
、
藤
岡
家
が
統
括
し
て
い

な
い
金
剛
山
越
え
の
道
を
通
っ
て
五
條

に
入
り
ま
し
た
。
古
地
図
に
は
、
岡
八

幡
宮
ま
で
の
道
を
い
っ
き
に
駆
け
下
り
、

さ
ら
に
南
下
し
て
い
っ
た
彼
ら
の
足
跡

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

藤
岡
玉
骨
は
「
文
芸
春
秋
」（
昭
和

１
６
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
な
文
章
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

「
私
の
生
家
の
裏
は
鬱
蒼
た
る
氏
神
の

社
で
あ
る
。
昼
な
ほ
小
暗
い
、
杜
の
中

の
八
幡
社
の
前
に
、
般
若
蔵
と
呼
ば
れ

る
経
蔵
が
あ
つ
て
、
そ
の
土
蔵
の
白
壁

に
参
詣
人
や
村
の
悪
童
た
ち
の
落
書
の

痕
が
無
數
に
残
つ
て
風
雨
に
曝
さ
れ
て

ゐ
る
中
に
、
一
段
高
く
、
廂
に
近
い
あ

た
り
に
矢
立
の
筆
で
書
い
た
ら
し
い
お

家
流
の
筆
の
跡
『
五
條
御
役
所
、
天
忠

中
山
』
の
文
字
が
今
な
ほ
黒
々
と
残
っ

て
ゐ
る
。」
般
若
蔵
の
壁
は
新
し
く
塗

り
変
え
ら
れ
て
文
字
は
す
で
に
見
え
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
が
書
か
れ

て
い
た
当
時
の
般
若
蔵
の
写
真
を
ネ
ガ

か
ら
起
こ
し
て
拡
大
し
ま
す
と
、
書
い

た
の
は
中
山
自
身
で
は
な
く
部
下
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
迫
真
の

文
字
か
ら
は
、
天
誅
組
が
こ
の
土
地
に

や
っ
て
来
た
当
時
の
緊
張
し
た
雰
囲
気

が
伝
わ
り
ま
す
。

　

天
誅
組
の
変
が
起
き
た
と
き
、
た
ま

た
ま
使
い
に
出
て
代
官
所
の
あ
た
り
に

い
た
藤
岡
家
の
手
代
伊
平
さ
ん
は
、
刀

を
さ
げ
、
返
り
血
を
浴
び
た
天
誅
組
の

一
人
に
命
じ
ら
れ
、
代
官
た
ち
５
人
の

首
級
を
戸
板
に
乗
せ
て
櫻
井
寺
ま
で
運

ば
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
の
人
々
は
恐
怖

に
ふ
る
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

学
芸
員　

川
村
優
理

　
　

展
示
案
内

▼
天
誅
組
大
和
義
挙
１
５
０
年
記
念

展
示
浮
世
絵「
古
地
図
」　

〜
絵
図
か

ら
辿
る
天
誅
組
と
五
條
の
人
々
〜

　

９
月
29
日（
日
）

　
　

イ
ベ
ン
ト
案
内

▼
ゆ
か
た
・
デ
・
ナ
イ
ト

　

８
月
16
日（
金
）
６
時
〜

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

石
笛
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
駐
車
場
で

は
夜
店
も
し
ま
す
。

展示・イベント案内

と
う
か
つ

は
ん
に
ゃ
ぐ
ら

き
ょ
う
ぐ
ら

さ
ら

や
た
て

い
え
り
ゅ
う

い
へ
い

し
ゅ
き
ゅ
う

2014
2014 

▼色　すほう色（奈良県章の色）または黒

▼大きさ　表紙145×85ｍｍ、厚さ約９ｍｍ

▼手帳の内容　カレンダー、日記、予定表、お天気マ

ーク( 過去５年) 、大和の主な行事、季節の花、全

国の県・市町村などの主要統計データ、便覧、相

談窓口、県内救急医療施設、年齢早見表など

■申込・問合先

　ふるさと創造課統計係 本庁（内線214）

2014年版
奈良県民手帳予約受付中！
予約の締め切り

８月２６日（月）まで

１冊５００円

奈良県の
便利な情報を
多数掲載！

平成25年度
五條市敬老会を開催します

来月の広報五條９月号に
掲載するハガキで
申し込んでください。

　内容など、詳しくは来月の広報9月号でお
知らせします。
■会場　中央体育館（本町３丁目）
■対象者　75歳以上
　（昭和13年12月31日以前に生まれた人）
■問合先
　介護福祉課　本庁（内線２４９）

開催日　９月27日（金）
午前９時～午後４時　二部制

御
霊
神
社
納
経
堂
（
以
前
の
写
真
）
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夏
休
み
！
親
子
で
わ
く
わ
く

　
　
　
　
　

科
学
実
験
教
室

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
風
力
発
電

な
ど
、
色
々
な
発
電
の
実
験
や
工

作
で
科
学
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

阿
田
峯
公
園
会
議
室

■
対
象
者　

小
、
中
学
生
（
保
護

者
同
伴
）、合
計
50
人
（
先
着
順
）

■
会
費　

１
人
５
０
０
円（
保
険
等
）

■
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
実
験
用
の

野
菜
や
く
だ
も
の
、
会
費

■
申
込
方
法　

５
万
人
の
森
、
上
野

公
園
、
阿
田
峯
公
園
に
あ
る
申
込

用
紙
で
８
月
20
日
（
火
）
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

阿
田
峯
公
園
管
理
事
務
所

☎
２
６
・
３
７
５
１ 

fax
２
６
・
３
７
５
２

夏休み特別講座 夏休みの

自由研究に

宿題の
仕上げに

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
施
設
の
開
放
日
で
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※

乗
車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り

調
整
し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
旧
五
條
市
内
コ
ー
ス

　

８
月
16
日
（
金
）、
31
日
（
土
）

　

９
月
６
日
（
金
）、
20
日
（
金
）

▼
旧
西
吉
野
コ
ー
ス

　

８
月
５
日
（
月
）、
19
日
（
月
）

　

９
月
16
日
（
月
）、
30
日
（
月
）

▼
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

▼
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
予

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費※

今
年
度
ヘ
ル
ス
講
座
に

参
加
し
た
人
は
無
料
）

■
持
ち
物　

体
操
の
出
来
る
服

装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　

８
月
15
日
（
木
）

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

ヘ
ル
ス
講
座

　
　

〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
〜

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

■
日
時　

９
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
女
性
）

■
指
導
者　

堀
栄
子
先
生
（
フ
ラ

ダ
ン
ス
講
師
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費※

今
年
度
ヘ
ル
ス
講
座
に

参
加
し
た
人
は
無
料
）

■
持
ち
物　

ス
カ
ー
ト
や
踊
り
や

す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　

８
月
21
日
（
水
）

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

お
客
様
の
も
て
な
し
に
も
使
え

る
定
番
中
華
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

■
日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
メ
ニ
ュ
ー　

麻
婆
豆
腐
、
酢
豚
、

杏
仁
豆
腐
の
デ
ザ
ー
ト

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生(

料

理
研
究
家
、『
A
B
C
ラ
ジ
オ

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康

司
で
す
。』
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
を
含
む
）

■
申
込
締
切　

８
月
29
日
（
木

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

ヘ
ル
ス
講
座

　
　

〜
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
正
し
い
呼

吸
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
18
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　
　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
喜
久
子
先
生

広告募
集

毎
月
１
５
８
０
０
部
発
行

広
報

申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
詳
細
は
五
條
市

■
問
合
先　

ふ
る
さ
と
創
造
課

講　

座

催　

し

夏
休
み
短
期
寺
子
屋

　

夏
休
み
の
最
後
に
宿
題
や
自
由

研
究
を
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
中
央

公
民
館
の
一
室
を
開
放
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
21
日（
水
）〜
23
日（
金
）

▼
午
前
の
部　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

各
日
50
人
（
市
内
に
在
住

す
る
小
学
生
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

夏
休
み
の
宿
題
・
勉
強

道
具

■
申
込
締
切　

８
月
18
日
（
日
）

■
協
力　

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

消費生活相談
マメ知識

「偽装質屋」からの借り入れは絶対にしない



「偽装質屋」は質屋の許可を得ていても、実態は高金利の
ヤミ金です。「質草は何でもよい」「返済は年金口座から自
動引落し」等と勧誘しますが、年金口座から引落しを求め
ることは法律で禁止されています。安易な借り入れは絶
対にしないでください。おかしいと思ったら、消費生活相
談窓口に相談しましょう。

■消費生活相談窓口　本庁（内線386）
（毎週火・木曜日　午前10時～午後3時）

児
童
扶
養
手
当｢

現
況
届｣

、

特
別
児
童
扶
養
手
当｢

所
得
状
況
届｣

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

現
在
、
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
現
況
届
等
を
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
の
な
い
場
合

は
８
月
分
以
降
の
手
当

の
支
払
い
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当

　

９
月
２
日
（
月
）
ま
で

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

　

８
月
12
日
（
月
）
〜

　

９
月
10
日
（
火
）

※

必
要
書
類
は
児
童
福
祉

課
、
各
支
所
に
あ
り
ま

す
。

８月９日（金）は
児童扶養手当、
特別児童扶養手当の
定時支払日
※４月から７月分の手当です。金融
機関の口座を確認してください。

■提出・問合先 児童福祉課 本庁（内線 366）

20イベント案内・お知らせ



試　

験

士
に
任
用
。
任
期
制
隊
員
コ
ー

ス
（
陸
１
年
９
か
月
、
海
・
空

は
２
年
９
か
月
、
継
続
任
用
可
）

■
受
付
締
切

▼
男
子　

要
問
い
合
わ
せ

▼
女
子　

９
月
６
日
（
金
）

■
対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

◎
航
空
学
生
（
男
女
共
通
）

　

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
等
幹
部
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス

■
受
付
締
切　

９
月
６
日
（
金
）

■
対
象
者　

高
等
学
校
を
卒
業
し

た
（
見
込
含
）
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
人
（
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
）

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協

力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

☎
２
２
・
３
７
８
９

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara

大
塔
地
区
の

　

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直
接

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
８
日
（
木
）、
22
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

■
試
験

　

11
月
６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

■
会
場　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

■
受
験
料　

８
５
０
０
円

  （
講
習
受
講
料　

３
０
０
０
円
）

■
申
込
期
間　

８
月
26
日
（
月
）

〜
９
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
・
問
合
先　

下
水
道
課

　

本
庁
（
内
線
２
４
５
）

自
衛
官
（
男
子
・
女
子
）

　
　
　

各
種
目
募
集
し
ま
す

◎
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
共
通
）

　

陸
・
海
・
空
の
各
部
隊
で
経
験

を
積
み
、
入
隊
後
２
年
９
か
月

経
過
以
降
、
選
考
で
曹
に
昇
任

■
受
付
締
切　

９
月
６
日
（
金
）

■
対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

◎
自
衛
官
候
補
生

　

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
、

３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

奈
良
県
文
化
会
館　

▼
８
月
24
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
す
る
オ

ス
ト
メ
イ
ト
の
人

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
、

支
部
役
員

■
そ
の
他　

無
料
・
申
込
不
要

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
奈
良
県
支
部　

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　

責
任
技
術
者
の
資
格
試
験

　

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験
・
受
験
講
習
を
行
い
ま
す
。

◎
受
験
講
習
・
試
験
日
時

■
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）

　

10
月
 30
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

約
の
際
は
名
前
、
電
話
番
号
、

乗
車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 （
カ
ラ
オ
ケ
は
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

旧
大
塔
村
コ
ー
ス
は
現
在
運
行

し
て
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
の

　
　

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
）
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
悩
み
や
苦
労
を
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

▼
８
月
20
日
（
火
）

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

市
民
に
身
近
な
、
信
頼
の
広
告
媒
体

五
條

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
広
告
」
と
検
索

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

広
報
五
條
人
権
特
集
号
の
訂
正

　

７
月
１
日
発
行
の
人
権
特
集
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

辻
本
夢
穂
（
誤
）↓ 

夢
歩
（
正
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
支
部
寺

族
婦
人
会

▼
石
井
義
次
（
岡
町
）

21
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

　

江
戸
時
代
末
期
の
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
８
月
17
日
、
夕

刻
。
前
侍
従
・
中
山
忠
光
主
将

率
い
る
天
誅
組
は
、
五
條
代
官

所
を
襲
撃
し
、
鈴
木
源
内
代
官

ら
を
殺
害
し
ま
し
た
。
そ
し
て

翌
18
日
、
櫻
井
寺
に
て
「
五
條

御
政
府
」
の
樹
立
を
宣
言
し
、

大
和
に
行
幸
す
る
孝
明
天
皇
に
、

宇
智
・
吉
野
な
ど
５
郡
、
７
万

石
余
り
の
幕
府
直
轄
領
を
献
上

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
さ
に
こ
の
日
、
京
都
で
起

こ
っ
た
政
変
が
、
天
誅
組
の
立

場
を
一
変
さ
せ
た
の
で
す
。

　

天
誅
組
が
代
官
所
を
攻
め

た
当
日
ま
で
は
、
幕
府
を
批

判
し
攘
夷
（
外
国
勢
力
の
排

除
）
を
強
く
主
張
す
る
長
州

藩
が
、
朝
廷
内
で
主
導
権
を

握
っ
て
い
ま
し
た
。
天
誅
組

が
決
起
の
拠
り
所
と
し
た
孝

明
天
皇
の
大
和
行
幸
も
、
長

州
藩
の
意
向
に
沿
っ
て
計
画

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
８
月
18
日
、

か
ね
て
か
ら
朝
廷
と
幕
府
の

協
調
に
よ
る
政
治
を
主
張
し

て
い
た
薩
摩
藩
・
会
津
藩
な

ど
が
主
導
権
を
奪
い
、
長
州

藩
の
勢
力
を
京
都
か
ら
駆
逐

す
る
と
と
も
に
、
孝
明
天
皇

の
大
和
行
幸
を
中
止
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
幕
府
の
出

先
機
関
で
あ
る
代
官
所
を

襲
っ
た
天
誅
組
は
、
幕
府
は

も
ち
ろ
ん
、
幕
府
と
の
協
調

路
線
に
転
じ
た
朝
廷
と
も
敵

対
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
政
変
を
知
ら
せ
る
早

駕
籠
は
、
翌
19
日
に
、
京
都

か
ら
櫻
井
寺
に
到
着
し
ま
し

た
。
わ
ず
か
一
日
違
い
で
、

自
分
た
ち
の
挙
兵
の
大
義
名

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎0747・22・4001

るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

□ こまめに水分補給をしている
□ エアコン・扇風機を上手に使用している
□ シャワーやタオルで体を冷やす
□ 部屋の温度を測っている
□ 暑い時は無理をしない
□ 涼しい服装をしている ( 外出時には日傘・帽子 )
□ 部屋の風通しをよくしている
□ 緊急時・困った時の連絡先を確認している
□ 涼しい場所・施設を利用する

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
４
１
４
６
人　
　
　

男
１
６
２
７
３
人　
　
　

  

女
１
７
８
７
３
人　
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分
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隊
士

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
思
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で
知
ら
せ
を
聞
い
た
の
で

し
ょ
う
か
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し
か
し
、
彼
ら
に
立
ち
止

ま
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
日
の
夕
刻
、
宇
智

郡
の
西
に
接
す
る
紀
州
伊
都

郡
の
橋
本
に
和
歌
山
藩
の
兵

が
現
れ
た
と
い
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情
報
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入
っ
た
た
め
、
天
誅
組
は
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二
見
村
ま
で
出
陣
す
る
事
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と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
翌

20
日
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は
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本
陣
を
櫻
井
寺

か
ら
大
塔
方
面
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移
す
こ
と

と
な
り
ま
す
（
藤
井
正
英

「
第
一
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第
八
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節 

天
誅
組
の
変
と
五
條
地
域
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『
新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政

四
〇
〇
年
記
念
誌
』
二
〇
〇

九
年
）
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こ
う
し
て
、
天
誅
組
の
40

日
間
に
わ
た
る
吉
野
転
戦
が

始
ま
る
の
で
し
た
。

（
続
く
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さ
き
の
じ
じ
ゅ
う

熱中症に
気をつけよう

天
誅
組
本
陣
跡
の
石
碑
（
櫻
井
寺
）

～暑さに負けないで②～

じ
ょ
う
い

げ
ん
な
い

　熱中症患者のおよそ半数
が高齢者。予防ができてい
るかチェックしましょう！
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ょ
う
こ
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は
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た
だ
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と
天
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く
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市  民  ご  よ  み
８月５日（月）～19日（月）
 賀名生スイミングプールオープン
　時間◎13時～15時30分
　問合◎生涯学習課 本庁(内線812)
　　　　 賀名生スイミングプール

　　　　 ☎３２・０６７５（オープン時のみ）

8月７日（水）・19日（月）・28日(水)

 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

８月１１日（日）　
  人権を確かめあう日

８月１５日（木）～３１日（土）
 天誅組１５０年記念展示会
　場所◎奈良県立美術館

８月１８日（日）
 天誅組１５０年記念シンポジウム

　場所◎奈良県文化会館

８月２１日（水）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日　
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

プチ
健康

講座
Vo
l .0
8

■問合先  地域包括支援センター
　　　　  本庁（内線３０９）

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課 本庁（内線368）
　　　　　税務課 本庁（内線260）

８月は
国民健康保険税第２期
市県民税第 2期
納期限は９月２日（月）まで

「陸上自衛隊の
  災害派遣活動」
 重村 和幸 氏
 （陸上自衛隊第7施設群長）

 五條市防災講演会
８/３
（土）

「東日本大震災の宮城県
　の災害対応について」
 小松 宏行 氏
 （宮城県総務部危機対策課危機対策

　企画専門監・元陸上自衛隊陸将補）

時間◎13時30分～16時　

場所◎市民会館

～自衛隊の災害派遣活動を振り返る～

大久保駐屯地
音楽隊の演奏
もあります！

東日本大震災や台風12号等、大災害の最前
線で活動した自衛隊の視点から、防災につ
いて講演していただきます。
■問合先　危機管理課 本庁（内線362）
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